
英国旅行-12 
Ｐ－1 

 

その 12：アッシュフォードからロンドンへ  

 
7 月 30 日（金） 
 いよいよ今回の旅行も終盤となった。今日はアッシュフォードからハンプトンコート宮

殿に立ち寄ってロンドンへ戻るコースである（緑の線で示した）。 

 

 アッシュフォードのホテルを出てすぐ M40 へ乗り、M26、M25 を経由して出口 10 番で

A307 と A309 を利用してハンプトンコート宮殿へ進んだ。宮殿の前はすごい人出で駐車場

も満車であった。そこですぐそばの鉄道駅の駐車場に駐車した。駐車場はあらかじめ駐車

券を無人券売機で購入して自動車の中の見やすいところに貼っておくシステムである。た

またま、近くに駐車していた車が出ると言うことで、その人が 2 日間のチケットを買って

あったのでまだ有効時間が残っているので利用してくださいとの申し出があったので、無

料で止めることができた(Thank you)。どこの国でも庶民の知恵が働くのであろうか？駅の

駐車場からはテムズ川のハンプトンコート橋を渡って宮殿へ入った。宮殿は見学者で非常

に込んでおり、チケットを買うのに長い行列ができていた。30 分くらいは待ったように記

憶している。観光のポイントはヘンリー8 世のステート・アパートメンツ、チューダー・キ

ッチン、ウルジー・ルームズとルネッサンス絵画ギャラリー、キングス・アパートメンツ、

クイーンズ・ステート・アパートメンツ、ジョージアン・ルームズ、中庭と柱廊、パレス・

ガーデンである。すばらしいものばかりで急いで観ても 2 時間以上はかかった。昼食はチ

ューダー・キッチンの傍のコーヒーショップで済ませた。どこもかしこも混雑していた。

クロック・コートの天文時計は時間、月日は勿論、その都市のはじめからの日数や月の周

期も判る。ガリレオやコペルニクスが地動説を唱える前のものであるためこの時計では太

陽が地球の周りを回っている。 
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上の大きな写真は全体の鳥瞰図です。その下

は無料の催し物のプログラム、その右は正面

入り口、右はクロック・コートの天文時計で

す。次のページの左はポンド・ガーデン、そ

の右は東表面の庭園です。兎に角、ルネッサ

ンス絵画、調度品、タペストリーなどどれを

見ても超一級品であった。庭園も沢山あった 
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が、所謂、幾何学的デザインの英国型庭園であった。鉄道駅はヴィクトリア駅からの終点

で、時刻表があったので日本へ持ち帰ったところ、偶然にも友人が、英国へ行き鉄道でハ

ンプトン・コート宮殿へ行く計画があると聞き時刻表が役立つこととなった。ハンプトン・

コート宮殿からロンドン市内へは地方道を利用した。ホテルに再チェックインしてから、

マーブル・アーチのハーツ・レンタカーオフイスへ車を返しに行った。保険をすべてかけ

てあったので、返却はノーチェックであった。ホテルへはハイドパークを横切って帰った。

ホテルの部屋は前回はアップ・グレードしてくれて、エグゼクティフロアーであったが今

回は普通の部屋が割り当てられた。 
 
 


